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＊第 89 号のテーマ＊ 

秋は気ままに 
学びを楽しむ 

「生涯学習サポーター」を活用しよう 

府中市文化生涯学習課 

今年もやります生涯学習フェスティバル 

「悠学短信」今年の秋は特別なの？ 

「学びを楽しむ・学びを支える」＜19＞ 

ボランティアはボケ防止 荒木さん 

［ふちゅう東西南北］市境を越えて 

  調布市の七福神を巡る 

トを巡る 

―生涯学習サポーターとは 

市民の多様な学習機会の充実と、知識の活用を図る

ため、文化・芸術活動などの専門的知識・技術を持つ

方に、「生涯学習サポーター」として登録していただき、

市民の求めに応じて指導者として紹介するものです。 

―生涯学習サポーターから学ぶには 

生涯学習サポーターから学びたい方は、登録者一覧

から講師を選んで、実施依頼書を市へ提出していただ

きます。市から講師に可否を確認した上で、依頼者の

方へ連絡先をお伝えします。具体的な内容や条件につ

いて直接相談し、学習会などを実施していただきます。 

―生涯学習サポーターになるには 

講師として活動したい方は、生涯学習サポーター登

録の届出書を、府中市文化生涯学習課へご提出くださ

い。書類審査の結果、登録が決まると登録者一覧に指

導内容等が掲載されます。一覧の冊子は市の施設で配

布されるほか、市のホームページで閲覧できます。 

―生涯学習サポーター制度を活用しよう 

 いま、文芸、音楽、舞踊、美術、工芸、語学、生活

文化、自然など多彩なジャンルから、のべ 48人の登録

があります。あなたも府中市の生涯学習サポーター制

度を活用して、自分の興味・関心に応じた「学び」を

発見し、自分の特技を生かした「学び返し」の実践を

してみませんか。     
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撮影場所：競馬場通り 
写真提供：「悠学の会」新谷一視 

 

表紙のつぶやき 

 今年の秋は新しい視点で 
昨年 9 月の健康診断の眼底検査で、白内障の「け」

があると指摘された途端から、どうにも見え辛い感じ

が増してきて、新しい眼鏡を買いに行ったが、「先ずは

目を治してから来てください」と言われる始末。ぐずぐ

ずしている間にずいぶん視力が落ちたようだ。 

それで、ようやくこの 8 月末に手術を受けることに

なった。視力が改善した、正に新しい視点で、今年の秋

の景色や読書の秋、さらには旬の食も大いに楽しみた

いし、沢山の新発見をしたいとしみじみ思う。 

例年は、秋と言えば楽しい夏が終わって寒い冬に向

かう少し寂しい感じのする季節なのだが、今年はどん

な印象となるのだろう。（竹村 稔） 

 

（府中市文化生涯学習課） 

 

その他イベントが盛り沢山！詳しくは 2ページをご覧ください 

13・14両日開催（２階講堂・入場無料） 

13 日はニッポン放送アナウンサー
の吉田尚記（ひさのり）さん、 

「肩書に縛られない！元コミュ障 

 アナの働き方」14 時～ 

14 日にはシドニーオリンピック 

水泳 銅メダリストの田中雅美さん、 

「オリンピックで学んだ折れない 

心の作り方」10 時～ 

 

生涯楽習 
だより の 
ホ ー ム ペ ー ジ 

吉田尚記さん （写真左） 
田中雅美さん （写真右） 


